


































A Study on the Adaptation of UNESCO’s Concept and Values to School Education
― Research of the Basic Documents ―
ICHINOSE  Tomonori
Abstract
UNESCO, as United Nations’ lead agency of education and science, has played an important role to show the 
value and concepts to the schools all over the world, such as international understanding, international cooperation, 
peace, human rights, fundamental freedoms, live together, environment, development, tolerance, and sustainability 
since its inauguration in 1946. 
How are these values and concepts introduced and accepted in the international society including Japan? This 
paper describes the condition of adaptation of these Constitution, Recommendations and Declaration into Japanese 
education, such as “The Constitution of UNESCO”（1946）, “Universal Declaration of Human Rights”（1948）, 
“Recommendations on Education for International Understanding, Co-operation and Peace and Education relating 
to Human Rights and Fundamental Freedoms”（1974）, “Endorsement of the Declaration and Approval of the Draft 
Integrated Framework of Action of the International Conference on Education”（1995）, and “the UN Decade of 









































































































の“Education for Sustainable Development Lens: A 












1946年11月 4 日 「ユネスコ憲章」発効
1948年12月10日 国際連合第 ３ 回総会「世界人権宣言」採択
1951年 6 月21日 　 第 6 回ユネスコ総会で日本のユネスコ正式加盟承認
1952年 6 月21日 「ユネスコ活動に関する法律」の制定　日本ユネスコ国
内員会成立
1952年11月12日 第 7 回ユネスコ総会「協同実験活動計画」決議
1953年 7 月 ユネスコ「世界共同社会に生きるための教育の原則と方
法に関する専門家委員会」開催
1953年 8 月 　 ユネスコ協同実験活動に中等学校4校が参加




1972年 ユネスコ教育国際開発委員会 「Learning to Be」（未来の学習）」報告、その中で「共生」
の概念提示













2003年 ３ 月 2003年 ３ 月関係省庁連絡会議「我が国における「国連持
続可能な開発のための教育の10年　実施計画（2011年 6
月 ３ 日改訂）
2005年 ３ 月 1 日 「持続可能な開発のための教育の10年（UN Decade of 


































































































































































































第 1 節国語第 ３ 　指導計画作成および学習指導の方針 2 の（10）
　世界の風土や文化などに理解をもたせ、国際協調の精神や世界的視野を養うのに役だつこと。
第 2 節社会第 1 　目標の 2 第 2 各学年の目標および内容（第 6 学年） 1 目標の（ ３ ）
　世界の主要な国々の様子やわが国とこれらの国々との関係などを具体的に理解させ、現在のわが国が世界の国々から孤立しては存在
できないことに気づかせる。
第 ３ 章道徳、特別教育活動および学校行事等 












（第 1 学年） 1 目標の（ ３ ）
　日本や世界の各地域相互の関係がますます密接になってきたことを理解させるとともに、これらの各地域における生活を世界的視野
に立って考えさせ、国家および世界の一員としての自覚を高め、協調の精神を養う。
（第 2 学年） 1 目標の（ 5 ）
　世界におけるわが国の立場を正しく理解させ、国民としての自覚を高め、民主的で文化的な国家を建設して、世界の平和と人類の福
祉に貢献しようとする態度を養う。
































第 2 節社会第 1 款目標 4
　国際関係と世界におけるわが国の地位を理解させ、国民としての自覚を高め、民主的で文化的な国家を建設して、世界の平和と人類
の福祉に貢献しようとする態度を養う。
第 2 款各科目第 2 政治・経済目標の（ 5 ）第 ３
　国際関係の基本問題を理解させ、国際社会におけるわが国の政治的、経済的および文化的地位の認識とその使命の自覚を得させ、国
際協力を進め、世界の平和と人類の福祉に貢献しようとする態度を養う。 
日本史 1 目標の（ 5 ）
　日本史の発展を常に世界史的視野に立って考察させ、世界におけるわが国の地位や、文化の伝統とその特質を理解させることによっ
て、国際社会において日本人の果たすべき役割について自覚させる。
















第 6 節芸術第 1 款目標 4
　芸術が、人間性の円満な発達や文化の調和的発展に欠くことのできないものであることを理解させるとともに、国際間の理解や親善
に、芸術の果たす役割についても認識させる。


































念については、以下の 1 ～ 8 の項目で示されている。
2  日本ユネスコ国内委員会編（1960）『東西文化価値の相互理解と国際理解の教育』東京 : 日本ユネスコ国内委員会、p.12
３  ユネスコ協同学校とは、英語では“UNESCO Associated school”と表記されるが、日本では、「ユネスコ協同学校」（「ユネスコ
共同学校」の表記もあり）、「ユネスコ・スクール」、「ユネスコスクール」と呼称が時期によって変遷した。








4 ． 現在および過去における種々な国民の生活様式、その伝統、その性格、その問題と 解決方法が異なることの説明になるような、基
本的な理由を明らかにすること。
5 ． あらゆる時代を通じて、道徳的、知的、技術的な進歩は徐々に増大して、全人類の共同の遺産と なつでいるということを明らかに








































ある。1958年に発行された“Seminars on Associated 
Schools Projects in Education for International 
Understanding and Co-operation: Some general 























































































































































Chart1: Number of ASPnet schools in the world






15 42 63 81 116
170 180
Number of schools Number of Countries
1953 1963 1973 1983 1993 2003 2013
図 1　世界のユネスコスクール　加盟校数の増加（ICHINOSE（2013）による）
Chart2: Number of ASP net schools in Japan
Data :Japan NaƟonal CommiƟon for UNESCO
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教育振興基本計画（平成20年 7 月 1 日閣議決定）































































第 2 節社会　第 1 目標
（第 5 学年） 1 目標（ 1 ）
　社会生活についての理解を図り、我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育て、国際社会に生きる平和で民主的な国家・社会の形成
者として必要な公民的資質の基礎を養う。
第 4 節　理科第 1 目標
（第 6 学年） 1 目標（ 2 ）
　自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、問題解決の能力と自然を愛する心情を育てるとともに、自然の事物・現象につ
いての実感を伴った理解を図り、科学的な見方や考え方を養う。









第 2 章各教科　第 2 節社会
第 2 　各分野の目標及び内容












































第 2 章各教科第 2 節地理歴史　世界史 A 2 内容（ ３ ）オ
　現代世界の特質や課題に関する適切な主題を設定させ、 歴史的観点から資料を活用して探求し、 その成果を論述したり討論したりする
などの活動を通して、 世界の人々が強調し共存できる持続可能な社会の実現について展望させる。








日本史 B　 2 内容（ 6 ）
　現代の社会や国民生活の特色について、国際環境と関連付けて考察させ、世界の中での日本の立場について認識させる。
地理 A　 2 内容（ 1 ）ウ
　環境、 資源・エネルギー、 人工、 食料及び居住・都市問題を地球的及び地域的視野からとらえ、 地球的課題は地域を越えた課題である
とともに地域によって現れ方が異なっていることを理解させ、 それらの課題の解決には持続可能な社会の実現を目指した各国の取組や国
際協力が必要であることについて考察させる。






































倫理　 2 内容（ ３ ）
　現代に生きる人間の倫理的課題について思索を深めさせ、自己の生き方の確立を促すとともに、よりよい国家・社会を形成し、国際社
会に主体的に貢献しようとする人間としての在り方生き方について自覚を深めさせる。








H 体育理論（ ３ ）エ
　スポーツを行う際は、スポーツが環境にもたらす影響を考慮し、持続可能な社会の実現に寄与する責任ある行動が求められること。
第 2 保健（ ３ ）
　社会生活における健康の保持増進には、環境や食品、労働などが深くかかわっていることから、環境と健康、環境と食品の保健、労働
と健康にかかわる活動や対策が重要であることについて理解できるようにする。





































イツの Transfer21、ヨーロッパの FEE Eco Schools、
スウェーデンの Green School、ニュージーランドの 
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教育計画 1946年11月 ３ 日「日本国憲












画」(2011年 6 月 ３ 日改訂）










第 ３ 指導計画作成および学習指導の方針 2 の（10） 
第 2 節社会
第 1 目標の 2
第 2 各学年の目標および内容
（第 6 学年） 1 目標の（ ３ ）
第 ３ 章道徳、特別教育活動および学校行事等 
第 1 節道徳　第 1 目標
第 2 内容の側 
中学校学習指導要領
第 2 章各教科
第 2 節社会第 1 目標の 5
第 2 各学年の目標および内容
（第 1 学年） 1 目標の（ ３ ）
（第 2 学年） 1 目標の（ 5 ）
（第 ３ 学年） 1 目標の（ 5 ）
第 9 節外国語






第 2 内容 ３ の（ 6 ）
小学校学習指導要領
第 1 章総則第 1 　 1
第 2 章各教科
第 2 節社会　第 1 目標
（第 5 学年） 1 目標（ 1 ）
第 4 節　理科第 1 目標
（第 6 学年） 1 目標（ 2 ）
第 5 節　生活第 1 目標
中学校学習指導要領
第 1 章総則第 1 　 2
第 2 章各教科　第 2 節社会
第 2 　各分野の目標及び内容
〔地理的分野〕2 （ 2 ）ウ（エ）
〔歴史的分野〕1 目標
〔公民的分野〕2 内容（ 2 ）ウ（ 4 ）イ
第 4 節理科
第 1 分野及び第 2 分野 2 内容（ 7 ）ウ（ア）
第 5 節音楽
〔第 2 学年及び第 ３ 学年〕2 内容 B 鑑賞（ 1 ）イ
第 6 節美術
〔第 2 学年及び第 ３ 学年〕2 内容 B 鑑賞（ 1 ）ウ
第 7 節保健体育





３ （ 2 ）イ
学校教育におけるユネスコの価値・理念の受容に関する研究
－314－
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
高等学校学習指導要領
第 2 章各教科・科目
第 2 節社会第 1 款目標 4
第 2 款各科目第 2 政治・経済目標の（ 5 ）第 ３
日本史 1 目標の（ 5 ）
世界史 A（B） 1 （ ３ ）（ 5 ）（ 6 ） 
第 6 　地理Ａ
1 目標（ 1 ）（ ３ ）
第 6 節芸術第 1 款目標 4





世界史 A 2 内容（ ３ ）オ
世界史 B　 2 内容（ 5 ）オ
日本史 A　 2 内容（ ３ ）ウ
日本史 B　 2 内容（ 6 ）
地理 A　 2 内容（ 1 ）ウ
地理 B　 2 内容（ 2 ）
第 ３ 節公民
現代社会　 2 内容（ ３ ）
倫理　 2 内容（ ３ ）
政治・経済 2 内容（ ３ ）
第 5 節理科第 ３ 款
第 6 節保健体育 H 体育理論（ ３ ）エ
第 2 保健（ ３ ）
第 7 節芸術Ⅲ B 鑑賞
工芸Ⅲ B 鑑賞
第 8 節外国語第 4 款
第 9 節家庭 2 内容（ 2 ）オ
実験校・
スクール
ネットワーク
1953年より中等学校6校が
参加して、共同実験活動が
開始。1956年以来、13の研
究学校が日本ユネスコ国内
委員会から指定を受ける。
ピーク時には27校が加盟。
2005年まで加盟校数は19校
であったユネスコ協同学校
は、DESD 以降はユネスコ
スクールとして615校まで増
加（2013年9月現在）。
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